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談話品詞論試論

福　沢　将　樹

第１節　はじめに、「談話品詞論」とは何であり何でないか

　本稿で言う「談話品詞論」広く言えば「談話文法」は、或いは使い古された名称かも

しれない。しかしその内容は、これまであまり試みられてこなかった類のものである。

　本稿で「談話」というとき、必ずしも狭義の「談話」のみを指すものではない。いわ

ゆる「文章・談話」全体を指す。即ち、「口頭の音声で即時的に話された」もののみを

指すものではない。きちんと推敲済みの、或いは文字で書かれた、狭義の「文章」をも

含む。つまり口頭言語・書記言語を問わず、音声言語・文字言語を問わない1）、広義の

談話を対象とする。

　「文」と「文章・談話」とは、言うまでもなく、大きくレベルの異なるものである。

一般には１つ以上の「文」が連続して１つの緊密な形と内容を有す、言語単位としては

最も大きなものを「文章」ないし「談話」という。

　これまで「品詞論」と言えば、「文」のレベルを対象にしてきたが、「談話」を対象に

することは、部分的にしか試みられてこなかった。もちろん「接続詞」や「談話標識」

などは語彙論や統語論にとどまらず、文章・談話においてもその特徴が分析されてきた

し、イントネーションなど音調や、ポーズ等もまた、談話内でのあり方も分析されてき

た。それぞれ多くの研究の蓄積がある。しかし従来の「談話文法」は、どうしても「文」

単位での品詞論を前提とし、それが「談話」の中でどう働いておりどう変容しているか

というアプローチに留まるものであった。初めから「談話」の論理を前提とした「談話

１） 「口頭言語」「書記言語」「音声言語」「文字言語」については福沢（2015）第１章
を参照。
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品詞論」は、管見には僅かしか入ってこなかった2）。

　そういうわけで、本稿の「談話文法」は、例えばハリデー（2001）の「機能文法」と

は似て非なるものである。「機能文法」はやはり「「文」文法」の一種である。また小

松（2010）小松（2013）の「表現文法」は、大いに参考になるところがあるが、これも

「「文」文法」の発想を出るものではない。

　また、本稿の「談話文法」は、「口頭言語の文法」という意味ではない。その意味で

金（2013）や水谷（1985）水谷（2001）とも異なる。但し、金（2013）には優れた着

想・提言が少なくなく、本稿の筆者も多いに参考とするものである。また、もちろん、

口頭言語特有の表現3）にのみ焦点を当てるものでもない。その意味では串田秀也・定延

利之・伝康晴らの一連の仕事4）には大いに啓発されるところがあるものの、微妙に方向

性が異なる。

　では本稿の「談話文法」とは何であるか。これまで談話文法と呼ばれてきたものや機

能文法に欠けていたものは何だったのか。それは次の３点である。

　①談話を冒頭から終結まで１つのまとまりのある〈作品〉5）として捉える。

　②談話をいくつかの層として捉える。

　③それらに対して、「談話上の品詞」を設定する。

　これらが従来の研究に「欠けている」と言われると、「そんなはずはない」、と読者も

思われるかもしれない。確かに「結束性 cohesion」と「首尾一貫性 coherence」は談話

分析において必ずといってよいほど重視されてきたし、「談話標識」もまた注目されて

きた。その際、談話の「開始」や「終了」、「継続」「中断」「再開」なども本稿と同様注

目され6）、あるいは「メタ言語」表現も注目されてきた（李2020など）。或いは林四郎の

２） その数少ない事例としては友定（2005）江端（2006）らの「立ち上げ詞」があ
る。

３） 白川（2009）の「言いさし文」の研究は、必ずしもそういう発想のもとでの仕事
ではなかったのかもしれない。

４） 串田／定延／伝［編］（2005）（2007）（2008）など。
５） ここでいう〈作品〉という概念・用語と、服部（1960）の「言語作品」とは重な
るものではない。後述する。

６） 例えば堀口（1997）李（2000）など、本稿の筆者の若かった頃、談話研究とはこ
ういうことを対象にするものかと勉強になったものである。また蒲谷／川口／坂本
（1993）には〈切り出し〉〈相手の反応確認〉といった注目すべきアプローチが見ら
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一連の研究（林2013a・林2013b など参照）において「表出段階」「提出段階」などの

多層的な捉え方もなされていた。本稿もそれらを参照し、発想の原点としてきた。だか

ら、これらが「欠けていた」と言われれば「そんなはずはない」と思われるだろう。

　しかしそこから出発して、「文章・談話」における「品詞」を設定し、それらを全体

として体系にまとめるという発想はなかったのではないかと思う。別の言い方をすれ

ば、「文章・談話」のレベルに見られる諸現象を「品詞」と呼んでよいのだ、とする発

想はなかったのではないかと思う。そういうわけで、本稿は「談話品詞論」構築の足が

かりとしたい。

第２節　〈作品〉の開始／終了

　本稿の作業仮説では、口頭の雑談でもそれを〈作品〉と見なし、その開始や継続（中

断／再開を含む）、終了に注目する。

　古くヤコブソン（2015）「言語学と詩学」（初出1960）において、言語の６つの機能

について論じられていることは周知のことだが、そのうち「接触」という機能につい

て、早く次のように論じられている。

 （1）　コミュニケーションを開始したり継続したり打ち切ったり、あるいは回路が作動

しているかどうかを調べたり（「もしもし、聞こえますか」）、話し相手の関心を引い

たり、話し相手が注意深く聞いていることを確認したりすること（「聞いています

か？」とか、シェイクスピアの台詞「Lend me your ears〔耳を貸せ〕」、あるいは

電話の向こうでの「もし、もし」）を主たる役目としているメッセージが、存在す

る。［中略］言語の交話的機能は、鳥が人間と共有する唯一の機能なのである。こ

れは、幼児が獲得する最初の機能でもある。［後略］ （ヤコブソン2015：191～2頁）

　ヤコブソンによるこの指摘は、本稿における〈作品〉の〈開始〉や〈継続〉という機

能を指摘したものとして見ることができる。口頭言語における〈作品〉は、確かに、談

話の参与者たちによって予め〈開始〉と〈終了〉が意図的に構成されるものではない。

「話し手」が〈開始〉しようと思った時、「話し相手」はまだその「関心」を抱いてはお

れる。なお筒井（2012）は、後に見る〈作品〉よりはもっと小さな単位（「連鎖組
織」）を扱っている。
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らず、「話し手」が談話の「維持」（〈継続〉）を企図した時、「話し相手」は必ずしもそ

の意志を持っているとは限らない。実際に行われた談話はしばしば偶然によって始ま

り、中断する。しかし、にもかかわらず、そのような意図せざる偶然の談話が、現実に

は、〈開始〉され、〈継続〉され、〈終了〉される。これらの前提は、おそらくヤコブソ

ンも持っており、本稿も共有するものである。

　では、このような偶然に左右される談話全体を、〈作品〉という一つのまとまりをな

す単位として取り扱うことは、言語研究においてどのような意義を持つのだろうか。現

実に観察される、偶然的な口頭言語としての談話は、服部（1960）のいう「発話」、つ

まり「具体的言語単位」である。しかし、ひとたび研究者の手にかかって、録画・録音

され、文字起こしなどで定着させられ、その結果分析の対象として繰り返し再生され

る口頭言語の表現は、もはや「抽象的言語単位」としての「言語作品」7）と化している。

もっとも、一回こっきりの偶然によって生み出された、しばしば不整表現を含む口頭言

語の談話全体について服部は考察の対象としているわけではない。偶然による談話全体

が、それにも拘らず「抽象的言語単位」である、という取り扱い方は、服部は賛成しな

いに違いない。しかし、服部の議論を上述のように（再）解釈することが可能なら、本

稿で言う〈作品〉という概念は、十分言語研究に使える単位であると信ずる。

　「言語研究に使える」というのはどういうことかと言うと、もちろん、ソシュールの

言う「言語学の対象はラングであってパロールではない」というテーゼを踏まえてのこ

とである。「一回こっきりの口頭言語」は「パロール」であってラングとは言い難い。

しかし、本稿の「談話文法」は、それにも拘らず「談話」という分野にも「ラング」は

あるという作業仮説に基づく。そういう「談話」という分野における一つの大きな単位

を〈作品〉と呼ぶわけである。

　〈作品〉という大きな単位は、「文」という小さな単位に分割することができ、反対

に「文」という小さな単位が１つあるいは複数連なって〈作品〉を構成する、とこれま

７） 服部の「言語作品」という用語は、元はKarl Bühler の用語である由（68ページ
および原注5）だが、服部の71ページにおけるそれは、音声言語であっても叙事詩
など書記言語を指すイメージである。一方448ページ以降及び197ページでは、必
ずしもそのような含意は示されておらず、抽象的な言語単位の一つであるが、談話
全体ではなく一つ一つの「発話」を抽象化した概念である。本稿においては書記言
語に留まらず口頭の雑談などにおいても〈作品〉という概念を適用し、それは一つ
一つの発話やターンではなく、一つのまとまりを持つ総体としての文章・談話全体
に対して〈作品〉という概念を想定する。
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で一般的に考えられてきた。確かに書記言語の場合はそれでよい。しかし、口頭の、即

時的で形式の整わない談話の場合は、必ずしも「文」という単位が取り出しにくく、沖

（2006）、定延（2019）のように「句」ないし「文節」という単位を重視するものも数

多くあった。一方それと同時に、サックス／シェグロフ／ジェファソン（2010）、岩崎

（2008）のようにターン構成単位（TCU）を重視するものもあった（以下、単に「ター

ン」とはTCUのことを指す）。TCUの定義は、「文」の定義と同様、揺れがあるが、

「文」とも「文節」ともずれのあるものである。そして、「文節」よりも観察し取り出し

やすいという利点もある。したがって〈作品〉は、書記言語においては１つ以上の「文」

から、口頭言語においては１つ以上の「TCU」から構成される8）。

　そこで本稿は以下、口頭言語／書記言語を問わず、音声言語／文字言語を問わず、

〈作品〉のレベルにおける談話品詞論を展開しようと思う。差し当たり、概観、試論に

とどまるものではあるが、基本的な観点を述べておくものである。

 第３節　「「文」文法」と「談話文法」の違い

　既述の通り、従来「文法」特に「統語論」とは、「文」（sentence）を最大単位とし

たものだった。しかも、「文」の内部構造をモデル化するときに特に注目されてきたの

は「主語‒述語」関係であったり、述語（とりわけ動詞）と名詞句との項関係（格関係）

であったりした。述語（動詞）を詳しく記述すれば文法が書けるというイメージであ

る。日本の学校教育で英語の時間に習った「５文型」は主語と（述語）動詞に着目した

ものであり、国語の時間に習ったはずの「文の成分」もまた「主語」と「述語」に重き

を置いたものであった。しかし、実際には三尾（2003）の「場を指向する文」のように

「あ！」のような「文」も存在する。ここには「主語」「述語」もへったくれもない。し

かしそれでもなお、「主語‒述語」ないし「述語（動詞）」を中心とした理論体系が築き

上げられてきた。

　しかし実際には「主語」と「述語」だけで「文」ができているわけではなく、その他

の「文の成分」も必要である。「連体修飾語」「連用修飾語」や「接続語」、更には「独

立語」という「文の成分」も最低限必要であるし、論者によっては「補語」と「（連

用）修飾語」を区別したり（時枝1950や工藤2002など）、「客語」（目的語）9）をそれら

８） いずれは「文」と「TCU」を包摂した上位概念の策定が必要である。
９） 意外と「文の成分」という文脈で「目的語」を立てる日本語文法は多くないよう
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から別立てにしたり（時枝1950など）、「並列成分」（渡辺1971）を別に立てたり、或い

は「状況語」を別に立てたりもする（例えば工藤2002）。しかしこのような「述語」中

心ないし「主語‒述語」中心の「文」観において、どうしても脇においておかざるを得

ないのが、先に触れた「あ！」のような文である。「独立語」は、単に「独立している」

と言ってしまうだけでは、どのような機能があるのかを論じることが難しい。言い換え

れば、ある特定の文型に特化し、必ずしも全ての文型を対象としない形で研究が進めら

れてきたのが従来の「「文」文法」であった。

　従来の「「文」文法」がある特定の文型を主たる対象としてきた（但しそれは多くの

有用な文を含む文型である）ことは、もちろん、欠点とは言えない。文法学説の大きな

目的・用途の一つである教育のことを考えれば、対象は絞った方が効果的とは言える。

但しそのために暗黙のうちに採られた戦略は、「文」の中核部分（即ち述語、ないし主

語‒述語構造）から見ていって、周辺部分を後から付け加えるという言語観である。一

番最後に後回しにされるのが「独立語」という文の成分であり、「感動詞」という品詞

であった10）。

　しかしここで発想を大きく転換しなければならない。「談話文法」を構想するとき、

初めに従来の「「文」文法」を参考にしてみようとすると、なかなか大変なのである。

「「文」文法」においては中核部分から考察を始めるという戦略が有効であった。しか

し「談話」の中核部分というのは、「文」と違って必ずしも一定のパターンを成してい

るわけではない。もちろん、規範的な論説文においては、「序論──本論──結論」と

いった構造があったり、規範的な漢詩や４コマ漫画においては「起承転結」という構造

があったりするわけだが、全ての文章がこれらの規範に沿って書かれるわけではない。

エッセイにしろ、現代詩にしろ、そもそも規範がなかったり、規範を少し逸脱するとこ

ろに妙味があったりもする。更には雑談の場合、「オチ」のないまま終わるということ

も頻繁に起こる。「文章・談話」の〈作品〉において中核部分に注目したのでは、「「文」

文法」における「述語」に相当するものを見つけることができないものが少なくない。

　ではどのように発想を転換しなければならないかというと、むしろ「周辺」部分に注

である。もちろん三上（1972）のように「主語」さえ廃止しようという論もあるの
であるが、「主語」は立てて「目的語」は立てないというのが学校教育をはじめ多
数派を占めるようだ。しかし角田（2009）のように日本語においても「目的語」を
立てる根拠を主張するものもないわけではない。

10） 尤も、近年では友定賢治［編］（2015）や『日本語学』32(5)「ことばの名脇役た
ち」のように、「後回し」にされてきた現象に注目する特集も行われている。
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目するわけである。「周辺」といっても「余計者」とか「少数者」とかいう意味合いで

はない。細胞における細胞膜のようなものであり、商品における外装のようなものであ

る。それが本稿における〈開始〉と〈終了〉、そしてそれにまつわる〈継続〉などいく

つかの機能である。

第４節　どのようにして〈作品〉は開始され終了されるか

　ではなぜ〈開始〉や〈終了〉に注目することが、とりわけ「談話文法」においては必

要なのだろうか。書物という物体が存在する場合、特に〈開始〉〈終了〉など考えなく

とも、それ以前に、物体として存在するのは確かだ、と言えるかもしれない。確かに文

字に書かれた書記言語においては、誰からも読まれない状態で可能的に存在するという

状態を想定することができるかもしれない。しかし、口頭言語の場合、最低限２つの人

格が出会って「接触」が行われる必要がある。誰もいないところでの独り言ですら、話

す人格と聞く人格との分裂が生じている（一人二役）と解される。

　２人の人格は、何とかしてお互いが共通の〈作品〉を構成する役目を自認し合わなく

てはならない。一方のＡが一方的に語りかけていても、他方のＢがまさか自分に語りか

けられているとは気づかなかったという場合には、〈作品〉としてはかなり奇矯なタイ

プのものになる。かといって、予め日時を決めて会う約束がなされたうえでヨーイドン

で始められる〈作品〉もまた、イレギュラーでいびつなものである。では人間社会の中

で普通に行われる〈作品〉形成とはいかなるものであろうか。

　20世紀前半までの言語観では、言語の主要な機能の一つとして情報の伝達という側

面があった11）。もちろん、口頭の談話においても中核としての情報内容が伝達されるこ

とは多くの場面において看取される。しかし、例えば〈送り手〉が〈受け手〉と目さ

れる相手に向かって、つかつかと歩み寄り、いきなり話の本題を切り出したりしたら、

11） 例えばサピア（1998）：「言語とは、意図的に産出した記号の体系によって、思
想、感情、または欲望を伝達するための、純粋に人間的で非本能的な方法である。」
（21頁）。なおソシュールの「ラング」には、「伝達」という側面ははっきりしない
ようである。「ラングは観念を表現する記号の体系であり」（町田訳35頁［小林訳
29頁あたり］）、「ラングは、ランガージュを運用する能力の社会的産物であると同
時に、個人がこの能力を行使するために必要な、社会によって取り入れられた取り
決めの総体である。」（町田訳23頁［小林訳21頁あたり］）。なおこうした言語観へ
の批判として定延（2016）がある。
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〈受け手〉は「えっ？　私？」と戸惑ってしまうに違いない。〈受け手〉にはまだ話を聞

く態勢が整っていないのである。〈送り手〉が中核的な内容面を表す「メッセージ」（こ

の用語もヤコブソンのもの）を切り出す前に、周辺的な何らかの「メッセージ」を〈受

け手〉と取り交わす必要があった。〈送り手〉と〈受け手〉が双方とも相手側を〈送り

手〉と認識し〈受け手〉と認識することなしには、少なくともリアルタイムでのコミュ

ニケーションは成立しえないのであった。即ち、〈送り手〉〈受け手〉双方が参与者とし

て定位されたコミュニケーションの「場」が構成される必要があったのである（堀口

1997：6頁）。

　即ち、〈送り手〉Ａが、自ら意図的に〈作品〉を開始しようと企図した場合、〈受け

手〉Ｂと目される相手に、以下のことを認識してもらわなくてはならない。

 （2）　ａ．ＡがＢに対する〈送り手〉であること

　　　ｂ．ＢがＡからの〈受け手〉であること

　〈送り手〉Ａが「メッセージ」を発しているのに、一向にＢがそれに気づかない場合

がありうる。この時、コミュニケーションは不成功である。

　同様に、〈受け手〉Ｂは自らがＡからの〈受け手〉であることを自認しなくてはなら

ない。稀に、〈受け手〉Ｂから見て (2)b が成立しているのに (2)a が未成立ということが

ありうる。つまりＢの「思い過ごし」「勘違い」で、Ａは特にＢに向けて「メッセージ」

を発していたつもりはなかった、という場合である12）。この場合もまたコミュニケー

ションは不成功と言えるかもしれない。

　コミュニケーションが不成功の場合、最後の最後まで不成功のままであれば「不成功

に終わった」ということになる。しかし、根気強く繰り返すことによりいつか成功する

かもしれない。

　コミュニケーションの「不成功」は、「不成立」とは必ずしも言えない。〈送り手〉Ａ

がＢを〈受け手〉と目して「メッセージ」を発している時、〈送り手〉Ａの中では〈受

け手〉Ｂとの間にコミュニケーションが「成立している」と見る。まだ「不着」であ

り「不成功」であっても、参与者としてＡとＢが位置づけられている限り、それは「コ

ミュニケーション」である。本稿ではワツラヴィクほか（2007）に従い、このような意

12） 自然現象や人工物、宗教的存在でも〈送り手〉となることがある。「目にうつる
全てのことがメッセージ」（荒井由実「やさしさに包まれたなら」）。
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味でコミュニケーションを捉える。例えば不特定多数の読者が〈受け手〉であるような

コミュニケーションは、いつ誰まで既読に至ったのかは分かりにくい。しかし、そのよ

うなコミュニケーションの形態として「成立」していると見る。同様に、〈受け手〉Ｂ

が相手Ａの深意を「忖度」し「斟酌」する場合、そのＡが本当に〈送り手〉としてその

ような「メッセージ」を発していたとは言いにくいが、これもまたコミュニケーショ

ンの一形態である。いずれの場合も、〈送り手〉・〈受け手〉それぞれの中では立派にコ

ミュニケーションが「成立」している13）。

　〈送り手〉側から発せられる〈メッセージ〉は、言語形式である場合もあれば、非言

語的表現である場合もある。後者は、狭義の言語研究、特に「品詞論」にはなじまない

ところがあるが、併せて考えておく必要がある。特定の言語形式を慣習的に持っている

場合、語彙論として考察されねばならず、語彙論として考察されるのならば談話品詞論

としても考察されねばならない。「おーい」や「鈴木さーん」のような〈聞き手〉の名

前は、しばしば「呼び掛け」として扱われてきた。「こんにちは」「すいません」などは

「あいさつ」として扱われてきた。これら「呼びかけ」「あいさつ」の言語形式の代用と

して、「片手を高く上げて大きく振ってみせる」という非言語行動が半ば慣習化されて

いる場合、同様に説話品詞論として位置づけられるわけである。

　いずれにしても、コミュニケーションの参与者たちが「場」を構成するとき、時間

的・空間的な出会いと別れが生起する。ほとんど同じ時空間を共有する場合だけでな

く、或る種の媒体を通じて、即ち、書物などの媒体を通じて長い時を隔てて出会うこと

もあれば、人工衛星や通信回線を通じて地理的に遠く隔たった相手とほとんど同時に出

会うことも可能になっている。それぞれの「場」に応じ、言語習慣に応じ、様々な決ま

り文句やその他の慣習が存在する。「あいさつ」や書簡の「頭語／結語」のような慣習

である。いまだ「慣習」として意識化されるに至っていない、萌芽的な行動パターンも

存在するだろうし、その場その場で臨時に創発された行動もあるだろう14）。

13） 時枝（1941）ふうに言うと、「観察的立場」では成立していないように見えても
「主体的立場」では成立しているということである。
14） 読者諸氏も初めて「Zoom」や「Microsoft Teams」のようなサービスによる会
議を経験したとき、どのような行動によって接続・参加し、退出したらよいもの
か、或いはどのように行動によって発言を始め、終了したらよいものかと戸惑った
経験があったに違いない。或いは自身が戸惑ったという記憶すらもう忘れてしまっ
たかもしれない。こうした慣習は、今後もあっという間に変貌を遂げ、地域ごと、
社会集団ごとに変異を生むに違いない。なお、本稿の成稿後に木村／花村［編］
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第５節　どのようにして〈作品〉は継続されるか

　話し手・書き手に全権が掌握されている〈作品〉もあれば、他者との相互作用におい

てしばしば中断させられたり、逆に継続を促されたりする〈作品〉もある。口頭の談話

においては後者になりやすいが、「作品」という言葉のイメージは前者である。作家は

１作品をどのように書くかを自己決定することができ、講演者は司会者によって権利が

与えられると、終わりまで話し続けることが許される。一方雑談の類では、予め最初と

最後が計画されているわけではなく、参与者もしばしば増減があり、誰か１人の特権に

よって〈開始〉と〈終了〉が決定されるわけではない。しかし、しばしば作家や講演者

であっても〈作品〉の内容とは関係のないところで中断を余儀なくされることがある。

連載ものの場合、出版社の経営や読者の評判等により、予定されていた回を短縮させら

れたり、逆に継続を懇願されることもあるようだし、講演の途中で聴衆から質問が来た

り、災害や闖入者など予期せぬ出来事が勃発することも全く皆無とは言えない。それら

を全て含めて〈作品〉は〈終了〉したり〈継続〉したりする。

　口頭の談話の場合、しばしば注目されてきたのは①〈聞き手〉によるあいづちの有無

やタイミングが〈話し手〉の発話の継続に役立つこと、②それまで〈聞き手〉や〈傍

参与者〉だった者がターンを奪って〈話し手〉として躍り出ることである（村田［編］

2018など参照）。また、〈話し手〉の発話途中で無音のポーズが入ると、他者がターン

を奪いやすいタイミングとなるため、ターンを譲りたくない場合にはフィラーを挿入し

て発話を継続する意志を示すことなども注目されてきた15）。これらは〈作品〉の内容そ

のものに関わるものではないが、ターンの継続と中断に関わるものである。ひいては

〈作品〉全体の継続と中断に関わることも起こりうる。

　もっと直接に〈作品〉全体の〈継続〉に関わる標識としては、「次章の予告」を言語

化する表現が指摘できる。例えば「○○については章を改めて詳述したい。」「これは一

体どう考えたらよいのだろうか？」などの予告表現である16）。その他言語化されないも

のとして冊子状の書物の場合は、冊子全体のページの位置により、おおよそ「まだ続

く」か「そろそろ終わりに差し掛かっている」かが示される。電子媒体だとその表示力

がやや劣るが、不可能ではない。こうした様々な現象は、必ずしも〈送り手〉側の意志

（2021）を手に入れたが、本稿にとって深く関わるものである。
15） フィラーの機能については山根（2002）、中島（2011）など参照。
16） 歴史学論文の予告表現については福沢（2020）。
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によって引き起こされるものばかりではないが、〈受け手〉側の意識の中では結果的に

しろ〈継続〉の理解に寄与する。

第６節　これは「品詞」なのだろうか？

　さて〈作品〉の〈開始〉〈継続〉〈終了〉といった機能は、そもそも「品詞」と呼ぶべ

きものなのだろうか、という疑念は、当然起こるべきものである。

　「品詞」とはそもそも「単語」の類別であった。予め「単語」という単位が決まって

から「品詞」の区別が明らかになるのであり、或いは「品詞」の類別を想定して「単

語」というスケールの単位が明らかになる。しかし本稿で構想してきたものは、それら

とは随分違ったもののようである。「文章・談話」において「単語」に相当する既存の

単位を構想することは非常に難しい。

　ところで生成文法のアプローチで特徴的なのは、「形態素」や「単語」といった小さ

な単位からボトムアップ式に「文」を構成するのではなく（だけではなく）、「文」と

いう単位からトップダウン式に「句」（phrase）を分析する点である。チョムスキー

（2014）［原著初版1957］ではまさに「Sentence → NP＋ VP」17）という「書き換え規則」

によってトップダウン式に「NP（名詞句）」「VP（動詞句）」が措定され、最小の単位と

いうものがどのような単位であるかという定義は一旦棚上げにしておくことができる。

　一旦最大の単位を想定しておいて、そこからトップダウン式に構想する文法理論や統

語論は、チョムスキーの他にもないわけではない。学校文法において「文の成分」とい

う概念があり、「主語」＋「述語」を中核として各種の「修飾語」や「独立語」「接続

語」を従えた「文」というモデルは、チョムスキーの「S」（Sentence）と異なるもの

ではない。松下文法は一見「原辞」という最小の単位から始まっているようにも見える

が、文の最大単位を「動詞」とみている点は、「S」と「VP」の質的差異を設けなかっ

た点を除けば、意外なことに、初期の生成文法と異なるものではない。要するに最小単

位を決定しないうちにトップダウン式に分析概念を構想することができるわけである。

　つまり本稿における「品詞」という概念は、「品詞」というよりはどちらかというと

「文の成分」に近いものであった。談話の最大単位を〈作品〉とみて、その下の概念と

して〈開始〉〈継続〉〈終了〉という下位概念を構想し、必要に応じて更に下位の概念や

17） 生成文法でいう「文 Sentence」とは、主語＋動詞という、むしろ「節」（nexus, 
clause）を指す。
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同位の概念を付け加えていけばよいとするものである。学校文法における「文の成分」

にもまた様々な批判があるように（第３節参照）、本稿の「品詞」構想にもまた様々な

異論はありうる。また「品詞」よりも「文の成分」の方が相応しいのであれば、「談話

品詞論」と呼ばずに別の名称の方がよいはずであるが、今のところ語呂の良い名称が思

いつかない。「談話成分論」でもよいのかもしれないが、ぱっと見て何のことやら想像

がつきにくいと思うので、いましばらく「談話品詞論」と呼んでおく次第である18）。

第７節　どのような言語形式があるか

　現時点では「談話品詞論」においていくつの品詞が設定でき、それ以外は設定する必

要がない、という議論を詰めるにまで至っていない。それぞれの品詞に属する言語形式

を網羅的に示すことはまだ遠い先の仕事となる。しかし全く例示しないわけにもいかな

いので、いくつかのケーススタディにとどめる。

　〈発語詞〉。これは従来「呼び掛け」とされたもののうちの一種である。〈送り手〉が

自らの存在を〈受け手〉に認知してもらうための様々な手段である。「あのー」「おい」

「ちょっと」「すいませーん」「鈴木さーん」などの呼び掛けのほか、「おはようござい

まーす」のような挨拶もまたこの機能を兼用することができる。また各種の警告音、相

手の視界に飛び出し手を大きく振るなどの非言語行動によって代用することもできる。

否、むしろ非言語行動の代用として呼び掛けという言語形式が用いられるといった方が

適切かもしれない。

　〈作品開始詞〉。これは〈発語詞〉と区別が難しいものもある。開会の挨拶としての

「時間になりましたので、只今より、○○を開会いたします。」や、民話で「昔々……」

のような定型文で始まるものは基本的に〈作品開始詞〉である。但しこれらは、場合に

より〈発語詞〉の側面を若干兼用することがある。もちろん分離することも可能であ

る。例えば壇上に司会者が登壇し、マイクの前まで歩いていく姿を見せるということ

が〈発語詞〉の機能を果たし、開会の挨拶は純粋に〈作品開始詞〉の機能のみを果たす

という場合である。或いは挨拶の文言を発する前に、マイクをトントンと手で叩いたり

「えー」と一言発声したりすることが〈発語詞〉の機能を分担する場合もある。書物に

18） だいいち、「文の成分」にしても「主語」「述語」というが実際は「連文節」を
単位とした「主部」「述部」の方を基本とする方がよい。つまり生成文法における
「NP＋ VP」に近いのは、「主語＋述語」ではなく「主部＋述部」である。
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おいても〈作品開始詞〉に相当するものが存在する。「序文」「はじめに」等の文章は、

中核的内容面を兼用しているが〈作品開始詞〉の側面も持つ。その他「目次」や「表

紙」など何段階かの〈作品開始詞〉を有している。

　〈ターン開始詞〉。口頭の談話の中でターンを奪うための手段には様々なものがあり、

多くの研究がある。いきなり中核的な内容を話し始めるという乱暴な奪い方もあるが、

「あのちょっといいですか」「ねえねえあのさ」のような、内容そのものではない発声を

行ってから中核的内容を話し始める場合もある。これは〈作品〉中における「ターン」

の開始であって、〈作品〉全体の開始とは区別される。但し場合によっては兼用される

場合もある。

　〈ターン継続詞〉と〈作品継続詞〉。前者はいわゆるフィラーの類である。個人差が

大きく、「んー」「えー」「あー」「前の母音」「えーと」「あのー」「ま」など様々な語形

がある（山根2002など）。なお同じような語形が〈ターン開始詞〉その他としても使わ

れることがある。〈ターン継続詞〉と〈作品継続詞〉は、やはり区別される。談話の継

続を促す後者は、いわゆる「あいづち」の類である（堀口1997・中島2011など参照）。

「へー」と驚いてみせたり笑ってみせたりするのも「あいづち」として機能する。相手

に質問してみるのも、雑談を盛り上げる一助になるのであり、中核的内容と兼用の〈作

品継続詞〉ということになる。

　〈ターン終了詞〉は、自分のターンを終了して他者にターンを譲る機能を果たす。従

来無線通信で交互に通話するタイプの機種では、「どーぞー」と発声して受信態勢に切

り替えるようである。Teams や Zoomにおいても「以上です」と発声して自分をミュー

トに切り替えるという行動がしばしば観察されるようになった。

　〈作品終了詞〉は、〈作品開始詞〉と同様、比較的決まった文句がある。例えば「以上

をもちまして、○○を閉会いたします。ありがとうございました。」のような挨拶文で

ある。「あ、時間だ、ごめんね、じゃあまた今度ね」のようなものも、半分はその場で

初めて臨時に生み出されたものであると同時に、半分は社会の中で定型化されたパター

ンを有するものでもあろう19）。書物で言えば「跋文」「索引」「奥付」「広告」「裏表紙」

など何段階かの〈作品終了詞〉が存在する。〈作品終了詞〉と〈ターン終了詞〉はやは

り区別される。「以上です。」は〈ターン終了詞〉としては使えても、会の閉会時に「以

上です。」では全くぶっきらぼうにすぎるのであり、両者は交換できない場合が少なく

19） 小林／澤村（2014）は、日本の中でも西⇔東、都会⇔田舎によってあいさつの定
型化の度合いが異なり、各地の社会集団ごとに相違があることを指摘している。
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ない。

　以上のようにさしあたり「発語詞」「作品開始詞」「作品継続詞」「作品終了詞」およ

び「ターン開始詞」「ターン継続詞」「ターン終了詞」といった「品詞」が構想できる。

このほかにどのような談話品詞が想定できるか。

　〈注釈詞〉。談話の途中に注を入れたり、先述した表現の修正を加えたり、その他様々

なメタ言語表現がある。談話の中核的内容に多少関わるものもありうるが、基本的には

周縁的な成分である。

　或る種の〈接続詞〉。ふつう「文」文法において接続語とは前後の表現（文章レベル

のものもあれば語レベルのものもある）の関係を示すものとして説かれることが多い。

しかしよく考えると、例えば、「第一に」……「第二に」……といった表現は、前の表

現と後の表現の関係を示すというより、「目次」的な外部の枠組みの中の或る位置を参

照した表現である。談話の途中で、今これから始める話題が「目次」の中のどの位置を

示すのかを参照するものであり、言い換えれば、読み手（聞き手）の頭の中に活性化す

るポイントを焦点化するものである。ある意味では「周辺」的なものではあるが、石黒

（2008）が「接続詞が先にあって、接続詞のあいだを文で埋めていく」（214頁）と言う

ように、メインの談話とは別の「アウトライン」として潜在している。本稿の談話品詞

としての〈接続詞〉の一部は、そうした外部の別テクストを参照しているのであり、そ

の外部テクストがメインの〈作品〉の理解を助ける “定規” となっている。

おわりに

　以上、雑駁で必要以上に従来の研究を過少評価したところもあるかもしれないが、

「談話品詞論」として新たな「談話文法」を構想するものとする。

参考文献

石黒圭（2008）『文章は接続詞で決まる』光文社（光文社新書）

岩崎志真子（2008）「会話における発話単位の協調的構築──「引き込み」現象からみ

る発話単位の多面性と聞き手性再考──」串田／定延／伝［編］（2008）

江端義夫（2006）「「日本語方言立ち上げ詞の研究」について」『方言資料叢刊』9

沖裕子（2006）『日本語談話論』和泉書院

蒲谷宏／川口義一／坂本惠（1993）「依頼表現方略の分析と記述──待遇表現教育への

応用に向けて─」『早稲田大学日本語研究教育センター紀要』５



（15）

金珍娥（2013）『談話論と文法論：日本語と韓国語を照らす』くろしお出版

木村大治（2018）『見知らぬものと出会う：ファースト・コンタクトの相互行為論』東

京大学出版会

木村大治／花村俊吉［編］（2021）『出会いと別れ：「あいさつ」をめぐる相互行為論』

ナカニシヤ出版

串田秀也／定延利之／伝康晴［編］（2005）『活動しての文と発話』ひつじ書房（シリー

ズ文と発話１）

串田秀也／定延利之／伝康晴［編］（2007）『時間の中の文と発話』ひつじ書房（シリー

ズ文と発話３）

串田秀也／定延利之／伝康晴［編］（2008）『「単位」としての文と発話』ひつじ書房

（シリーズ文と発話２）

工藤真由美（2002）「日本語の文の成分」飛田良文／佐藤武義［編］『文法』明治書院

（現代日本語講座５）

小林隆／澤村美幸（2014）『ものの言いかた西東』岩波書店（岩波新書）

小松光三（2010）『日本語文法──言葉は川の流れのように──基礎編』新典社

小松光三（2013）『日本語文法──言葉は川の流れのように──応用編』新典社

定延利之（2016）『コミュニケーションへの言語的接近』ひつじ書房

定延利之（2019）『文節の文法』大修館書店

サックス、ハーヴィ／エマニュエル・A・シェグロフ／ゲール・ジェファソン（2010）

「会話のための順番交替の組織──最も単純な体系記述」H. サックス／E. A. シェ

グロフ／G. ジェファソン『会話分析基本論集：順番交替と修復の組織』（西阪仰

［訳］／S. サフト［翻訳協力］）世界思想社（原論文初出1974）

サピア、エドワード（1998）『言語：ことばの研究序説』（安藤貞雄［訳］）岩波書店

（岩波文庫）（原著1921）

白川博之（2009）『「言いさし文」の研究』くろしお出版

ド・ソシュール、フェルディナン（2016）『新訳 ソシュール一般言語学講義』（町田健

［訳］）研究社（必要に応じて小林英夫［訳］『ソシュール一般言語学講義』（岩波書

店、1994年第25刷を使用）の該当ページ数を示す）

チョムスキー（2014）『統辞構造論：付『言語理論の論理構造』序論』（福井直樹／辻子

美保子［訳］）岩波書店（岩波文庫）（原著初版1957）

筒井佐代（2012）『雑談の構造分析』くろしお出版

角田太作（2009）『世界の言語と日本語：言語類型論から見た日本語 改訂版』くろしお



（16）

出版

時枝誠記（1941）『国語学原論』岩波書店

時枝誠記（1950）『日本文法：口語篇』岩波書店（岩波全書）

友定賢治（2005）「感動詞の方言学的アプローチ──「立ち上げ詞」の提唱」『言語』

34(11)

友定賢治［編］（2015）『感動詞の言語学』ひつじ書房

中島悦子（2011）『自然談話の文法──疑問表現・応答詞・あいづち・フィラー・無助

詞──』おうふう

林四郎（2013a）『基本文型の研究』ひつじ書房

林四郎（2013b）『文の姿勢の研究』ひつじ書房

ハリデー、M. A. K.（2001）『機能文法概説──ハリデー理論への誘い──』（山口登／

筧壽雄［訳］）くろしお出版

福沢将樹（2015）『ナラトロジーの言語学：表現主体の多層性』ひつじ書房

福沢将樹（2020）「論文の〈予告表現〉に見られる「～ていく」試論」『説林』68

堀口純子（1997）『日本語教育と会話分析』くろしお出版

松下大三郎（1990）『改撰標準日本文法』勉誠社（勉誠社改訂第３刷。初版1928、改訂

版1930）

三尾砂（2003）『三尾砂著作集Ⅰ』ひつじ書房［『国語法文章論』初出1948、三省堂］

三上章（1972）『続・現代語法序説：主語廃止論』くろしお出版［初刊1959『新訂

版 現代語法序説──主語は必要か──』刀江書院］

水谷信子（1985）『日英比較話しことばの文法』くろしお出版

水谷信子（2001）『続日英比較話しことばの文法』くろしお出版

村田和代［編］（2018）『聞き手行動のコミュニケーション学』ひつじ書房

ヤコブソン、ロマン（2015）『ヤコブソン・セレクション』（桑野隆／朝妻恵里子［編

訳］）平凡社（平凡社ライブラリー）

山根智恵（2002）『日本語の談話におけるフィラー』くろしお出版

李 （2020）『日本語教育におけるメタ言語表現の研究』ひつじ書房

李麗燕（2000）『日本語母語話者の雑談における「物語」の研究：会話管理の観点から』

くろしお出版

渡辺実（1971）『国語構文論』塙書房

ワツラヴィック、ポール／ジャネット・ベヴン・バヴェラス／ドン・D・ジャクソン 

（2007）『人間コミュニケーションの語用論：相互作用パターン、病理とパラドックス



（17）

の研究』（山本和郎［監訳］尾川丈一［訳］）二甁社

　本稿は文部科学省科学研究費（基盤Ｃ）18K00619の助成を受けた。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


